
 

 

西地振第 683 号 
 令和４年11月18日 

 

自治会町内会会長 様 

 

                             横浜市西区長 菊地 健次 

 

 

第34期横浜市スポーツ推進委員候補者の推薦について（依頼） 

 

 

 時下 ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 日頃から、本市のスポーツ振興に御理解、御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、各地域で御活躍いただいております第33期スポーツ推進委員の任期が、令和５年３月

末日をもって満了となります。２年間にわたる委員の方々の御尽力に対しまして、深く感謝申

し上げます。 

 つきましては、御多忙のところ恐縮に存じますが、第34期横浜市スポーツ推進委員（任期：

令和５年４月１日から令和７年３月31日まで）候補者を、次のとおり御推薦いただきますよう

お願い申し上げます。 

 

 

１ 提出書類 

  横浜市スポーツ推進委員候補者推薦書（第１号様式） 

 

２ 提出期限 

  令和５年１月31日（火） 

 

３ 提出先 

  西区地域振興課スポーツ推進委員担当 

 
４ 送付書類 

(1)  第34期横浜市スポーツ推進委員候補者の推薦について 

(2) 横浜市スポーツ推進委員の職務概要 

(3) 横浜市スポーツ推進委員候補者推薦書（第１号様式） 

 

 

 

 
 
 
 
 

担当：西区地域振興課 髙瀬、花井 
                        電話 320-8391 
                        FAX 322-5063 
                        メール ni-sports@city.yokohama.jp 



第 34 期横浜市スポーツ推進委員の推薦について 

１ 趣旨 
  横浜市のスポーツ振興のため、スポーツ基本法及び横浜市スポーツ推進委

員規則に基づき、スポーツ推進委員を委嘱しておりますが、現在委嘱してい

るスポーツ推進委員の方々は、令和５年３月 31 日をもちまして任期満了と

なります。 

そこで、新たにスポーツ推進委員を委嘱するため、各自治会町内会に推薦

を依頼します。 

２ 任期（委嘱期間） 

２年間（令和５年４月１日～令和７年３月 31 日） 

３ 職務（横浜市スポーツ推進委員規則 第２条 抜粋） 

(1) スポーツの推進のための事業の実施に係わる連絡調整及び協力を行う

こと。

(2) スポーツの実技の指導及び助言を行うこと。

(3) スポーツ活動の促進のための組織の育成及び拡充を図ること。

(4) 前３号に掲げるもののほか、スポーツ推進のための指導及び助言を行う

こと。

４ 推薦方法及び人員 

自治会町内会または地区連合町内会で協議の上、原則として自治会町内会  

から１名を推薦してください。 

ただし、地域の実情に応じて、柔軟に対応することができるものとします。

（人数調整が必要な場合は、各地区スポーツ推進委員連絡協議会会長等とご

相談ください。） 

５ 推薦基準 

次の要件を満たす方を推薦してください。 

※推薦にあたり、若い世代や女性の推薦について積極的にお願いします。 

(1) 18 歳以上の横浜市在住の方

(2) 委嘱時（令和５年４月１日現在）に、新任の場合は原則 65 歳未満の方、

再任の場合は原則 70 歳未満の方

(3) 社会的信望があり、スポーツに深い関心と理解がある方

(4) 地域などで、熱意をもってスポーツ大会や各種スポーツ教室の企画・運

営をし、指導・助言のできる方

(5) スポーツ活動・行事に積極的に参加できる方

裏面あり 



６ 依頼時期 

11月下旬から12月上旬までに西区地域振興課から依頼文書を送付します。 

７ 提出書類 

横浜市スポーツ推進委員候補者推薦書（第１号様式） 

８ 推薦報告書の提出期限及び提出先 

(1)  提出期限   令和５年１月 31 日（火） 

(2)  提 出 先   西区地域振興課スポーツ推進委員担当（髙瀬、花井） 

９ 委嘱式 

  新型コロナウイルス感染症の情勢を考慮しながら、開催方法を検討します。 

10 配布資料 

横浜市スポーツ推進委員の職務概要 



 

横浜市スポーツ推進委員の職務概要 

 

１  役割 

  スポーツ推進委員は、スポーツ基本法並びに横浜市スポーツ推進委員規則に基づき、横

浜市長から委嘱される非常勤公務員であり、本市スポーツ行政の推進者として重要な役割

を担います。また、特に活動の拠点を地域におき、地域住民と連携し地域に根ざしたスポ

ーツ・レクリエーション振興事業を展開していく役割を担っています。 

生涯スポーツ社会の実現のためには、住民が主体となった地域における新たな生涯スポ

ーツ振興のしくみづくりが求められており、その育成・支援についてもスポーツ推進委員

の活躍が期待されています。 

 

２ スポーツ推進委員の主な事業 

地地区（または自治会・町内会）を単位としたスポーツ事業の企画・実施・支援     

  (1) 地区運動会・レクリエーション大会・各種スポーツ教室等の企画実施 

(2) すべての市民（子ども・青少年・高齢者・障害者）へのスポーツの普及振興 

(3) 総合型地域スポーツクラブの育成・支援 

  (4) 文化・スポーツクラブへの参画 

  (5) その他、地域におけるスポーツ・レクリエーションの普及・振興に関する諸事業 

    の実施 

 

 区市のスポーツ事業への参画並びに協力                       

  (1) 区のスポーツ事業 

   ① 区民スポーツ大会・区民レクリエーション大会等 

   ② スポーツ・レクリエーションに関する研修事業 

   ③ その他、区で行うスポーツ事業 

  (2) 市のスポーツ事業 

   ① スポーツ推進委員大会・スポーツ推進委員研修会 

   ② 地域の指導者として必要な研修事業 

   ③ 横浜マラソン・ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会等、市で行う 

スポーツ事業 

   ④ その他、横浜市で開催される国際競技大会等 

 

 裏面あり 



 

 

スポーツ基本法（抜粋） 

平成23年６月24日法律第78号 

（スポーツ推進委員） 

第三十二条 市町村の教育委員会（特定地方公共団体にあっては、その長）は、当該市町

村におけるスポーツの推進に係る体制の整備を図るため、社会的信望があり、スポーツに

関する深い関心と理解を有し、及び次項に規定する職務を行うのに必要な熱意と能力を有

する者の中から、スポーツ推進委員を委嘱するものとする。 

２ スポーツ推進委員は、当該市町村におけるスポーツの推進のため、教育委員会規則（特

定地方公共団体にあっては、地方公共団体の規則）の定めるところにより、スポーツの推

進のための事業の実施に係る連絡調整並びに住民に対するスポーツの実技の指導その他 

スポーツに関する指導及び助言を行うものとする。 

３ スポーツ推進委員は、非常勤とする。 

 

 

横浜市スポーツ推進委員規則（抜粋） 

平成 20年 3月 31 日 

規則第 36号 

 (平 23 規則 74・改称) 

 （職務） 

第２条 委員は、市民のスポーツの振興のため、次に掲げる職務を行う。 

（１） スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整及び協力を行う 

こと。 

（２） スポーツの実技の指導及び助言を行うこと。 

（３） スポーツ活動の促進のための組織の育成及び拡充を図ること。 

（４） 前３号に掲げるもののほか、スポーツの推進のための指導及び助言    

  を行うこと。 

  

【参考】 



第１号様式（第４条第２項） 
 

横浜市スポーツ推進委員候補者推薦書 
 

令和   年  月  日 
区長 

（推薦者職氏名） 
 

 自治会・町内会名                   
 

 自治会・町内会長名                   
  

 （フリガナ）  

 
   氏 名  

再任・新任の別 推薦日までの勤続年数（再任者のみ） 推薦年度の４月１日現在の年齢 

 
再任・新任 

 
  年   か月       歳 

住   所 電話番号 

 〒 

 

（自宅） 

（携帯） 

Ｅメール   

 スポーツ・レクリエーションに関する資格・特技 
 
 
 
 
                                        スポーツ推進委員活動において参考となる資格・特技がございましたら、ご記入ください。 

※太枠は必須事項です。それ以外は各区任意で結構です。 

 

被推薦者（推薦を受ける者）の同意について 

  推薦をされる際には、被推薦者に説明を行い、同意を得ていただきますようお願いし
ます。同意を得られましたら、以下のチェック欄に「レ点」をご記入ください。 

 
□ 推薦にあたり、被推薦者の同意を得ています。 

 

 

 

 

 

 
 

横浜市個人情報の保護に関する条例に基づき、収集した個人情報は横浜市スポーツ推進委員連絡協議会及び

各区スポーツ推進委員連絡協議会に係る連絡調整に利用し、本人の同意なく利用目的以外には利用しません。 
 




